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ある。この配位子を用いると， PtPt. PtPd. PdPd 2核錯体の合成が可能で，白令やパラジウム原子では，
めずらしい+3価状態ができることがわかっている。この配位子をSで4つ白金原子に半面上に配位させた
[PtC4-1 Impyi) 4J C1 zを出発原料として合成した。この錯体のピリジン環のN原子は金属原子に配位してお
らず， フリーな状態である。この単核錯体のNJ原子を用いて，さまざまな金属イオン， もしくはj息子回を取
り込ませることが可能である。取り込みに同いた金属原子としてはearlyiransition metalのV，CrJ京子、













































以上のように本論文では， Pt-MCMニ V(IV) ，CrCIII) .Co(II) .Ni(ll))のランタン型混合金属二核錯体を合
成し，それの構造特性，化学的性質，酸化還元挙動の特異性が余属原子聞の相互作用から生じていること
を明らかにしている。これらの発見は，錯体化学において新境地を切り開くものであり.博士(理学)の
学位を授与するにふさわしいと審白した。
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